
阿賀野川大規模氾濫に関する減災目標を達成するための取組状況

取組状況一覧
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※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

１．ハード対策の主な取組
■洪水を河川内で安全に流す対策

・洪水を安全に流すた
め及び危機管理型の
ハード対策を推進す
る。

引き
続き
実施

・洪水を安全に流すた
めのハード対策を推進
する。（阿賀野川助成
事業の白崎工区、川口
工区など）

引き
続き
実施

下里地区河道掘工事
中【H30年3月,引き続き
工事予定】、大迎地区
浸透対策完了【H29.3】

引き
続き
実施

【H30.5現在】
・本川は白崎地区（護
岸工事）を工事中（津
川）
・支川は新井郷川（新
潟）、福島潟（新発田、
新潟）、駒林川（新発
田）の工事中
※新井郷川（新潟）は
繰越工事

引き
続き
実施

・防災拠点等の整備を
検討する。

引き
続き

検討中【H29.12現在】 引き
続き
実施

■危機管理型ハード対策
・堤防天端の保護 H28年

度から
順次
整備

・堤防天端の保護 H28年
度以
降検
討

対象区間は設定済み。
予算に応じて発注す
る。
【H29.12現在】

引き
続き
実施

【H29.12.現在】
・一部実施済（新発田）
・対象区間に福島潟を
設定（新潟）
・本川は、吉津地区、
白崎地区を工事中。支
川は、中ノ沢川を工事
中（津川）

引き
続き
検討

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
・水防連絡会にて水防
倉庫の備蓄材などの
合同巡視を実施

引き
続き
実施

・水防資機材の配備状
況の確認・整備

引き
続き
実施

・河川管理者や水防団
と連携し水防資機材の
配備状況の確認や整
備を行う。

H28年
度から
検討

・河川管理者と連携し
水防資機材の配備状
況の確認を実施する。

H28年
度から
検討

・河川管理者と連携を
図り、配備状況の確認
や整備を行う。

H28年
度から
検討

・河川管理者と町・消
防本部・水防団等で資
機材を確認する。

H28年
度から
検討

【H29.5.23】合同巡視時
に実施

引き
続き
実施

【H30.5～8】水防資機
材の配備状況を確認・
補充を実施（新発田、
新潟、新津、津川）

H29実
施済、
引き
続き
実施

各区において水防資機
材の配備状況を確認
し、不足数を補充する
など整備を行ってい
る。

引き
続き
実施

合同巡視時や市で確
認を行い、不備な資機
材については改善を
図っている。

引き
続き
実施

・出水期前に確認を行
い、補充している
・地元町内会長からの
申し出により、不足分
を補充している
【H30.5現在】

引き
続き
実施

合同巡視時に実施済
み。
出水期前に土のう用砂
を鹿瀬地域に配備し
た。

引き
続き
実施

・新技術（水のう等）を
活用した資機材等の配
備

H28年
度から
検討

・新技術を活用した水
防資機材等の配備を
検討する。

H28年
度から
検討

・JR羽越本線橋梁右岸
部の水防活動時間が
短縮できる資機材の検
討を進める。

H28年
度から
検討

・Ｈ23水害の教訓とし
て、市の倉庫や消防器
具置場、町内会館等に
配備済みで、新技術を
活用した水防資機材等
の配備を検討する。

H28年
度から
検討

・水防資機材の種類や
数量を検討する。

H28年
度から
検討

検討中【H29.12現在】 引き
続き
実施

【H29.12現在】
・検討中（新発田、新
潟、新津、津川）

引き
続き
実施

河川管理者、ＪＲ、市
（消防本部、消防団、
危機管理課）による現
地での確認。
仮置き場に土のう等の
配備

引き
続き
実施

・出水期前に確認を行
い、補充している
・地元町内会長からの
申し出により、不足分
を補充している
・新技術を活用した水
防資機材等の配備に
ついては、検討中
【H30.5現在】

引き
続き
実施

検討中 引き
続き
実施

・簡易水位計の設置
・ＣＣＴＶカメラの設置

H28年
度から
順次
整備

・水位計・量水標の設
置
・洪水危険箇所におけ
る河川カメラ設置

H28年
度から
検討

・河道掘削
・侵食対策
・浸透対策

U,V
引き続き

実施

・堤防天端の
　保護
・堤防裏法尻
　の補強

W

H28
年度
から
順次
整備

①新技術を
活用した水
防資機材の
検討及び配
備

M,P,
Q

H28年度
から検討

①

③

北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市

水防資機材の確認・
整備

新技術を活用した水
防資機材の検討・配
備

洪水を安全に流すた
め・危機管理型の
ハード対策の推進

防災拠点等整備の
検討

阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）

堤防天端の保護②
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※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）

危険箇所への簡易水
位計設置に向けて検
討中。

引き
続き
実施

引き
続き
検討

【H29.12現在】
・派川新井郷川分水路
に簡易水位計の設置
を検討中（新潟）
・仙見川水系に新設雨
量局の設計中（新津）
・姥堂川に水位計の新
設、柴倉川に雨量局と
水位局の新設（津川）
【H30.4現在】
・安野川水系に雨量局
を新設(新発田)
・駒林川、七浦川、中
田川に簡易水位計の
設置を予定（新発田）

④

CCTVカメラ、簡易水
位計・量水標の設置

L,J

②円滑な避
難活動や水
防活動を支
援するため、
CCTVカメラ、
簡易水位計
や量水標等
の設置

H28年度
から順次

整備
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※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。
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項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）

２．ソフト対策の主な取組　①「安全な場所への確実な避難」に向けた、円滑かつ迅速な避難のための取組
■情報伝達、避難計画等に関する事項

・川の防災情報システ
ムの改良及びスマート
フォンを活用した情報
発信

順次
実施

・新潟県河川防災情報
システムの改良及びス
マートフォン向け画面
の検討

引き
続き
検討

【H28.3】よりスマート
フォン向け機能を追加
し、運用開始。HPにて
公表済み

済 【H29.4】スマートフォン
向け画面を公開（河管
課）

・信濃川下流域との防
災情報を一元化し、共
有・閲覧できるシステ
ム（プラットホーム）を
構築

順次
実施

平成29年度にHPで公
表済

済

・プッシュ型の洪水予
報等の情報発信

順次
実施

・隣県水位局の情報を
掲載
・洪水時における水位
の緊急速報メールの検
討

引き
続き
検討

・気象警報・注意報を
発表し、現象ごとに警
戒期間、注意期間、
ピーク時間帯、雨量な
どの予想最大値を周知

引き
続き
実施

国土交通省発信で携
帯電話事業者提供の
「緊急速報メール」サー
ビスを平成29年5月より
開始。

済 【H29.3】隣県水位局の
情報を新潟県河川防
災情報システムで公開
（河管課）

適宜実施【H30.05現
在】

引き
続き
実施

・必要に応じて、自治
体に情報伝達（ホットラ
イン）を実施

引き
続き
実施

適宜実施【H30.05現
在】

引き
続き
実施

・危険箇所の範囲や避
難所の位置を分かりや
すく表示する「にいがた
防災アプリ」について、
更なる普及のため周
知・広報を実施する。
・緊急告知FMラジオの
購入費助成制度につ
いて、更なる普及のた
め周知・広報を実施す
る。

H28年
度から
実施

・登録制である阿賀野
市安全安心メールにつ
いて、更なる普及のた
め周知・広報を実施す
る。

H28年
度から
検討

・携帯電話やパソコン
のメールを利用した五
泉あんしんメールにつ
いて、更なる普及のた
め周知・広報を実施す
る。

引き
続き
実施

・「にいがた防災アプ
リ」と「緊急告知FMラジ
オの購入費助成制度」
について、防災フェスタ
や各区協議会等での
チラシ配布、市報掲載
などにより周知・広報を
実施した。

引き
続き
実施

イベントや防災塾（防
災講座）等に普及チラ
シを配布し周知活動を
実施

引き
続き
実施

出水期前の市広報誌
での周知に加え、出前
講座や催事での周知
を実施。

引き
続き
実施

・津波用として設置して
ある同報無線について
河川洪水用としても活
用するよう、既存設備
の運用変更を行う。

H28年
度から
実施

津波用として設置して
ある同報無線について
河川洪水用としても活
用するよう、既存設備
の運用変更を行った。

H28実
施済。
引き
続き
実施

G,Ｈ
I,Ｊ

順次整
備

⑤

①リアルタイ
ムの情報提
供やプッシュ
型情報の発
信など防災
情報の充実

川の防災情報システ
ムの改良・スマート
フォンを活用した情
報発信

津波用同報無線の
活用

防災アプリ・ラジオ・
メールの更なる普及
のための周知・広報

自治体への情報伝
達（ホットライン）

水位・気象情報等の
情報発信

信濃川下流域情報
共有プラットホーム
の構築
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※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）

・洪水時のダム放流情
報や水位情報等をTV
電話（告知情報端末）
で1時間ごとに情報発
信した。

引続
き実
施

・ＨＰ改良の検討を行
い，現スペックではダム
放流情報を表示させる
ことは不可能との結果と
なったことから，検討は
当面見送る。
・ダムの運用方法，ＨＰ
の見方等については，
「阿賀野川洪水対策連
絡協議会」にて説明
(5/17)
・ダム放流警報に関する
説明については，各自
治体の広報誌に掲載
(5，6月号)

検討
終了

引き
続き
毎年
実施

引き
続き
毎年
実施

・様々な災害リスク情
報を「蓄積」、「共有」
し、的確な避難行動に
つながるよう、降雨流
出氾濫モデル（RRIモデ
ル）を改良、発展させ
る。

H28年
度から
検討

阿賀町水災害情報共
有システム（ARIS)の構
築、試用版の作成に着
手している。

引続
き実
施

・出水後におけるタイ
ムラインの検証と改善
・必要に応じて、水位
情報等の提供など

順次
実施

・市町が作成するタイ
ムラインに必要な水位
情報等の提供など

順次
実施

北陸地整・県・市・町と
共同し、整備・改善を
支援

順次
実施

・ホットラインのタイミン
グや庁内の体制などに
ついて、タイムラインの
改善を実施する。

H28年
度から
検討

・協議会の中で検討す
る避難計画（案）等をふ
まえ改善を行う。

H29年
度から
実施

・早出川（国管理区間）
は整備済み
・阿賀野川について
は、タイムラインを策定
・協議会の中で検討す
る避難計画（案）等をふ
まえ改善を行う
・河川管理者と連携を
図り、改善・整備を行
う。

H27年
度から
順次
実施

・タイムラインの策定 新潟
県から
の情
報提
供後
に実
施

【H28.5.27】洪水対応演
習時にタイムラインの
たたき台作成
H29出水において適宜
自治体に水位情報等
を提供

引き
続き
実施

【H29.6.12】早出川（五
泉市）のタイムラインを
策定済（新津）

市町の要請に基づき適
宜支援を実施【H30.05
現在】

引き
続き
実施

【H29.5.12】洪水対応演
習時にタイムラインを
確認。

引き
続き
実施

見直し作業を進めてい
る。

引き
続き
実施

早出川（県管理区間）
のタイムラインを整備。

引き
続き
実施

検討中 引続
き実
施

順次実
施

C

②避難勧告
等の発令に
着目した防
災行動計画
（タイムライ

ン）の整備及
び検証と改

善

⑥

H28年
度から
検討

・TV電話（告知情報端
末）を利用して洪水時
のダム放流情報や水
位情報等を分かりやす
く伝える。

降雨流出氾濫モデ
ルの改良

ダム放流情報等の
情報発信

タイムラインの整備・
改善・支援

・ホームページで、下流
沿川住民や河川利用
者に、各ダムの放流等
を分かりやすく伝える
ために改良する。
　【取り組み内容】
・放流警報(サイレン)吹
鳴に関する解説など掲
載
・“ダム放流中”などを
表示

 ・「阿賀野川洪水対策
連絡協議会」を活用
し，ダムの運用方法や
ホームページの見方・
使用方法などを説明
(要望があれば出向い
て説明)

・各自治体広報誌への
ダム放流警報に関する
説明を掲載

H29年
度から
検討

引き
続き
毎年
実施

引き
続き
毎年
実施
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（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）

・阿賀野川洪水浸水想
定区域図の策定・公表
・早出川洪水浸水想定
区域図の策定・公表
・家屋倒壊等氾濫想定
区域図を作成し自治体
へ提供

H28年
度から
実施

想定最大規模も含めた
浸水想定区域図や家
屋倒壊等氾濫想定区
域等の公表を行う。

H28年
度以
降検
討

【H28.5】HPにて公表 済 【H30.5現在】
・早出川洪水浸水想定
区域図（L2）公表済（新
津）
･阿賀野川【県管理区
間】、常浪川洪水浸水
想定区域図（L2）作成
中(津川)
【H30.4現在】
・安野川洪水浸水想定
区域図（L2）作成中(新
発田)

引き
続き
検討

・想定最大規模降雨の
阿賀野川氾濫シミュ
レーションの公表
・想定最大規模降雨の
早出川氾濫シミュレー
ションの公表

H28年
度から
実施

平成29年より公表。
(浸水ナビ)

済

⑦

氾濫シミュレーション
の公表

洪水浸水想定区域
図・家屋倒壊等氾濫
想定区域図の策定・
公表

H28年度
から

順次実
施

D,Ｅ
Ｆ

③想定最大
規模も含め
た破堤点別
浸水想定区
域図、 家屋
倒壊等氾濫
想定区域の
公表（浸水ナ
ビ等による公
表）

5



※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）

２．ソフト対策の主な取組　①「安全な場所への確実な避難」に向けた、円滑かつ迅速な避難のための取組
■情報伝達、避難計画等に関する取組

・浸水想定区域の浸水
深、浸水継続時間及び
家屋倒壊危険区域の
情報提供を行う。

H28年
度から
実施

・浸水想定区域の浸水
深、浸水継続時間及び
家屋倒壊危険区域の
情報提供を行う。

H28年
度以
降検
討

【H28.5】HPにて公表 済 【H30.5現在】
・早出川洪水浸水想定
区域図（L2）公表済（新
津）
・阿賀野川【県管理区
間】、常浪川洪水浸水
想定区域図（L2）作成
中(津川)
【H30.4現在】
・安野川洪水浸水想定
区域図（L2）作成中(新
発田)

引き
続き
検討

・家屋倒壊危険区域等
より、立ち退き避難が
必要な区域を検討す
る。

新潟
県から
の情
報提
供後
から実
施

・浸水深、浸水継続時
間及び家屋倒壊危険
区域等より、立ち退き
避難が必要な区域を
検討する。
・想定最大規模での浸
水深により避難計画の
見直し整理

H28年
度から
検討

・浸水深、浸水継続時
間及び家屋倒壊危険
区域等より、立ち退き
避難が必要な区域を
検討する。

H29年
度以
降検
討

・浸水想定区域図等の
公表後に立ち退き避難
が必要な区域及び避
難方法を検討する。

H29年
度以
降検
討

・現在、作業を進めて
いる洪水ハザードマッ
プ作成業務において検
討中。

H30.3
洪水
ハ
ザード
マップ
完成
予定

ハザードマップに浸水
深、浸水継続時間及び
家屋倒壊危険区域等
を表示し、説明会等で
市民への周知に努め
る。

引き
続き
実施

・家屋倒壊等氾濫想定
区域等を表示したハ
ザードマップ作成と全
世帯への配布がH30.4
で完了。

H29・
30年
度

洪水ハザードマップ作
成業務と一緒に検討。

引続
き実
施

垂直避難等、柔軟な避
難方法の検討

新潟
県から
の情
報提
供後
から実
施

・広域避難の他に垂直
避難等、柔軟な避難方
法の検討
・家屋倒壊等氾濫想定
区域における頑丈で高
い建物等での屋内安
全確保等、柔軟な避難
方法の検討
・避難路、その他の避
難経路の検討
・想定最大規模での浸
水深により避難計画の
見直し整理

H28年
度から
検討

・広域避難の他に垂直
避難等、柔軟な避難方
法の検討
・家屋倒壊等氾濫想定
区域における頑丈で高
い建物等での屋内安
全確保等、柔軟な避難
方法の検討

H29年
度以
降検
討

・現在、作業を進めて
いる洪水ハザードマッ
プ作成業務において検
討中。

H30.3
洪水
ハ
ザード
マップ
完成
予定

ハザードマップに浸水
深、浸水継続時間及び
家屋倒壊危険区域等
を表示し、説明会等で
市民への周知に努め
る。

引き
続き
実施

・家屋倒壊等氾濫想定
区域等を表示したハ
ザードマップ作成と全
世帯への配布がH30.4
で完了。

H29・
30年
度

・避難所ごとに水害時
の浸水深や避難の可
否について確認を行
う。

新潟
県から
の情
報提
供後
から実

避難所ごとの想定浸水
深を確認して、避難の
可否を確認する。

H28年
度から
検討

・現在、作業を進めて
いる洪水ハザードマッ
プ作成業務において検
討中。

H30.3
洪水
ハ
ザード
マップ
完成
予定

ハザードマップ作成に
併せて整理中。

引き
続き
検討

・大規模災害時の避難
住民の誘導や被災者
の救援等の協力が期
待されるため、自主防
災組織の育成・強化
（組織率の向上や組織
の実効性）を行う。

H28年
度
から検
討

自主防災組織の育
成・強化

避難所ごとの浸水
深・避難可否の確認

垂直避難等、柔軟な
避難方法の検討

立ち退き避難が必要
な区域・避難方法の
検討

④立ち退き
避難が必要
な区域及び
避難方法の
検討

D,Ｅ
Ｆ,K

H28年度
から

順次実
施

⑧

浸水想定区域の浸
水深・水継続時間・
家屋倒壊危険区域
の情報提供
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※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）

防災塾（防災講座）を
開催するなどして、自
主防災組織の育成・強
化に努めている。

引き
続き
実施
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※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）

・作成に必要な情報の
提供及び策定を支援

H28年
度から
順次
実施

・作成に必要な情報の
提供及び策定を支援
・市町間の調整や運営
上の課題への支援

引き
続き
実施

・作成に必要な情報の
提供及び策定を支援

H28年
度から
順次
実施

・広域避難の現実性に
ついて検討する。

H28年
度から
検討

・北陸地整、県、関係
市町と連携し、計画規
模洪水に対する広域
避難計画を検討・策定
する。

・北陸地整、県、関係
市町と連携し、想定最
大規模洪水に対する
広域避難計画を検討・
策定する。

H28年
度から
検討

H29年
度から
検討

・北陸地整、県、関係
市町と連携し、計画規
模洪水に対する広域
避難計画を検討・策定
する。

・北陸地整、県、関係
市町と連携し、想定最
大規模洪水に対する
広域避難計画を検討・
策定する。

H28年
度から
検討

H29年
度から
検討

検討中【H29.12現在】 H28年
度から
順次
実施

【H29.12現在】H27.11及
びH28.6に広域避難検
討地区の抽出や課題・
対応について意見交換
会を実施（河管課）

引き
続き
実施

必要に応じて、順次支
援【H30.05現在】

H28年
度から
順次
実施

検討中 引き
続き
検討

検討中 引き
続き
検討

検討中【H30.5現在】 引き
続き
検討

・ハザードマップポータ
ルサイトの周知と活用
を促進

H28年
度
から実
施

・新たな浸水想定区域
に対応した洪水ハザー
ドマップへの改良と、出
前講座などを活用した
周知・広報を実施す
る。

新潟
県から
の情
報提
供後
に実

・洪水ハザードマップの
更新整備を図り、自治
会等に配付、説明会の
開催

H29年
度
から順
次
実施

・ハザードマップの見直
しを行い、全戸配布に
より周知する。

H29年
度以
降検
討

・洪水ハザードマップの
見直しを行い、全戸配
布により周知する。

H29年
度以
降検
討

・【H28.8】想定最大規
模降雨による洪水浸水
想定区域データを更新
・【H28.6】検索ツール等
改良
いずれもHPにて公表

引き
続き
実施

・現在、作業を進めて
いる洪水ハザードマッ
プ作成業務において実
施中。

H30.3
洪水
ハ
ザード
マップ
完成
予定

新たな浸水想定区域
によるハザードマップを
作成し、全戸配布し
た。

H30.3
月末
完成。
5/1に
配布。

・想定最大規模降雨の
洪水浸水想定区域を
表示したハザードマッ
プ作成と全世帯への配
布がH30.4で完了。

H29・
30年
度

洪水ハザードマップ作
成を検討中

H29年
度検
討

・現状予測期間（～3時
間）
・更に数時間（4～6時
間程度）先も含め水位
予測の精度向上の検
討・システム改良を行
う。

H28年
度
から検
討

・上流水位局による下
流水位予測の検討

H28年
度から
検討

検討中【H29.12現在】 引き
続き
実施

【H28～】水位観測所地
点における横断測量を
実施（新発田）

引き
続き
検討

・警報等における危険
度の色分け表示
・「警報級の現象になる
可能性」の情報提供
・メッシュ情報の充実化

H29年
度出
水期
から実
施

[H29.7.7]
・「危険度の色分け表
示」、「警報級の可能
性」、「危険度分布（メッ
シュ情報）」の提供開
始。

H29年
度出
水期
から実
施

計画規模洪水・想定
最大規模洪水に対
する広域避難計画
の検討・策定・支援

⑫

⑨

⑩

⑪

D,Ｅ
Ｆ

H28年度
から

順次実
施

〔計画規
模〕

平成28
年度から
順次実

施

〔想定最
大規模〕
平成29

年度から
順次実

施

D,E

H28年度
から検討

J H29年度

⑤参加市・町
による広域
避難計画の
策定及び支
援

⑥広域的な
避難計画等
を反映した新
たな洪水ハ
ザードマップ
の策定・周知

⑦水位予測
の検討及び
精度の向上

⑧気象情報
発信時の「危
険度の色分
け」や「警報
級の現象」等
の改善

B,M

気象情報発信時の
「危険度の色分け」
や「警報級の現象」
等の改善

水位予測の検討及
び精度の向上

洪水ハザードマップ
の改良・周知

8



※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）

２．ソフト対策の主な取組　①「安全な場所への確実な避難」に向けた、円滑かつ迅速な避難のための取組
■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

・重要水防箇所等の共
同点検を実施

順次
毎年
実施

・出水期前に自治会や
地域住民と重要水防
箇所の共同点検を実
施

H28年
度から
実施

・河川管理者と自治会
や地域住民で重要水
防箇所等の共同点検
を実施する。

順次
毎年
実施

・河川管理者と自治会
や地域住民で重要水
防箇所等の共同点検
を実施する。

順次
毎年
実施

・河川管理者と自治会
や地域住民が参加した
重要水防箇所等の共
同点検を実施する。

順次
毎年
実施

・河川管理者と地域住
民等で重要水防箇所
等の共同点検を実施
する。

順次
毎年
実施

沿川市町、沿川自治会
と共同で重要水防箇所
等の点検を行った。
【H29.5.23】

引き
続き
毎年
実施

【H29.5.9】阿賀野市と
共同で重要水防箇所
等の点検を行った（新
発田）
【H29.6.5】五泉市と共
同で重要水防箇所等
の点検を行った（新津）
【H30.5.22】阿賀野川河
川事務所、阿賀町職員
と合同で重要箇所、要
請時の排水ポンプ車の
配置箇所確認（津川）

引き
続き
毎年
実施

【H29.5.23】河川管理
者、沿川自治会と共同
で重要水防箇所等の
点検を行った。

引き
続き
毎年
実施

河川管理者が主催す
る重要水防箇所等の
共同点検に自治会や
地域住民も参加。

引き
続き
毎年
実施

【H30.5】河川管理者が
主催する重要水防箇
所等の共同点検に参
加した。

引き
続き
実施

河川管理者と町、行政
区、消防団等で、樋門
の操作研修を実施し
た。

順次
毎年
実施

【H30.9.5】五泉市立巣
本小学校において水害
の出前講座を実施

引き
続き
実施

【H29.12現在】検討中
（新津）。

引き
続き
実施

・新潟県防災教育プロ
グラムに基づき全小中
学校の各学年で、防災
教育（洪水災害）を実
施している。

引き
続き
実施

【H29.6配付】市内の小
学校5・6年生に防災ハ
ンドブックを配付

引き
続き
実施

検討中【H30.5現在】 引き
続き
実施

三川小学校で防災学
習会を実施した。
【H29.7.14】

引続
き実
施

・教育委員会と連携し、
効果的な対応を検討す
る。

H28年
度から
実施

検討中【H30.05現在】 H28年
度から
実施

・市町の要請により、出
前講座等を積極的に
行っていく。

引き
続き
実施

・市町の要請により、出
前講座等を積極的に
行っていく。

引き
続き
実施

・出前講座等を活用
し、水防災等に関する
説明を実施

新潟
県から
の情
報提

・ハザードマップ作成の
際に説明会を実施

H29年
度
から実
施

・ハザードマップ作成の
際に説明会を実施

H29年
度
以降
実施

・ハザードマップ作成の
際に説明会を実施

H29年
度
以降
実施

・ダム操作に関する各
自治体への出前講座
の開催
防災担当者を対象と

H28年
度から
実施

【H29.10.1】「阿賀野市
地域防災訓練時に、パ
ネル等の展示や地震
体験コーナーを実施。
同日「五泉市地域防災
訓練」の会場にて洪水
浸水想定区域図を示し
たパネルを展示。

引き
続き
実施

消防学校職員へ水防
災に関する講義を実施
（河管課）

引き
続き
実施

・自主防災組織や消防
団など住民向けに、出
前講座や勉強会を実
施。（啓発ＤＶＤや豪
雨・台風動画の視聴、
職員による講演など）

例年
実施
引き
続き
実施

防災塾（防災講座）を
開催したほか、ハザー
ドマップ作成後、説明
会等で市民への周知
に努める。

引き
続き
実施

・出前講座を各所で実
施。
・新しいハザードマップ
作成後、計4回の住民
説明会を実施済み。

引き
続き
実施

検討中 引き
続き
実施

・出前講座の要請なし

【見学者対応】
・豊実ダム見学会
（4/22 18名）
・鹿瀬ダム見学会
（7/19,8/25,9/4,10/15,
10/23,10/25,11/2,
11/10,11/30,12/12
計176名）

引き
続き
実施

引き
続き
実施

・関係機関と連携し、効
果的な対応を検討す
る。

H28年
度から
実施

出前講座等の機会に
水防災に関する防災
気象情報を説明

引き
続き
実施

引き続き
実施

Ａ

②小中学校
等における
水災害教育
を実施

引き
続き
実施

・新潟県防災教育プロ
グラム【洪水災害編】を
作成済み。
・市町の要請により、出
前講座等を積極的に
行っていく。

引き
続き
実施

Ａ

・市町の要請により、出
前講座等を積極的に
行っていく。

③出前講座
等を活用し、
水防災等に
関する説明
会を開催

⑬

⑭

⑮

・新潟県防災教育プロ
グラムに基づき全小中
学校の各学年で、防災
教育（洪水災害）を実
施する
・各校の特徴、地域特
性に応じて新潟県防災
教育プログラムの自校
化を進める。
・防災に関する体験学
習を行う施設や出前講
話などを行ってくれる
組織と連携した防災学
習を促進する。
・学校と家庭や地域が
連携した実践的な防災
教育を実施

H27年
度から
実施

・市内の小学高学年の
水防災副教材を作成
する。

H28年
度から
実施

・小中学校での水害教
育を実施している。

引き
続き
実施

・小中学校で防災教育
を実施している。

引き
続き
実施

順次毎
年実施

引き続き
実施

①自治会や
地域住民が
参加した洪
水に対するリ
スクの高い
箇所の共同
点検の実施

教育委員会との連
携・効果的な対応の
検討

関係機関との連携・
効果的な対応の検
討

説明会・見学会の実
施

出前講座（水害教
育）の実施

重要水防箇所の共
同点検

Ａ
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※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）

・市町が作成するまる
ごとまちごとハザード
マップへの情報提供

順次
実施

・ハザードマップの基礎
資料となる浸水想定区
域図の作成と公表

引き
続き
実施

・下里自治会で取組み
を実施

H28年
度から
実施

・ハザードマップの見直
しの際に検討する。

H29年
度
以降
実施

【H29.3】阿賀野市下里
地区にハザードマップ
整備。
【H30.3】法柳、深堀、
京ヶ島第一及び京ヶ島
の4自治会で設置予定

引き
続き
実施

【H30.5現在】早出川洪
水浸水想定区域図
（L2）公表済（新津）。阿
賀野川【県管理区間】、
常浪川洪水浸水想定
区域図（L2）作成中（津
川）

引き
続き
実施

【H29.3】下里自治会で
設置
【H30.3】法柳、深堀、
京ヶ島第一及び京ヶ島
の4自治会で設置予定

引き
続き
実施

検討中【H30.5現在】 引き
続き
検討

「水防災意識社会」の
再構築に役立つ広報
や資料を作成・配布

H28年
度
から実
施

・洪水時の情報収集や
避難の判断基準等を
一般住民に理解しても
らえる家庭向けのチラ
シを作成し、ホーム
ページで公表
・チラシを市町村や県
地域整備部へ配布

引き
続き
実施

「水防災意識社会」の
再構築に役立つ広報
や資料を作成・配布

H28年
度
から実
施

「水防災意識社会」の
再構築に役立つ広報
や資料を作成・配布

新潟
県から
の情
報提
供後
に検
討

「水防災意識社会」の
再構築に役立つ広報
や資料を作成・配布

H29年
度から
検討

「水防災意識社会」の
再構築に役立つ広報
や資料を作成・配布

H29年
度から
検討

「水防災意識社会」の
再構築に役立つ広報
や資料を作成・配布

H29年
度から
検討

水防災に関するパンフ
レットを作成、記者発
表、ＨＰでの公表、市役
所等へ配布（一般配布
用）を実施

引き
続き
実施

【H29.12現在】H28年度
から継続的にクリアファ
イル「洪水から命を守
る」を配布（新発田、新
潟、新津、津川）

引き
続き
実施

水防災に関する防災
気象情報の資料を作
成し、出前講座等で使
用

引き
続き
実施

・河川管理者が作成し
た水防災に関するパン
フレットを区役所の窓
口に設置、自治会へ配
布している。

引き
続き
実施

ハザードマップの配付
及び説明
市広報での特集記事

引き
続き
実施

随時広報紙及び市主
催のイベント等におい
て防災啓発を実施。

引き
続き
実施

検討中 引き
続き
実施

・住民の防災意識を高
めるための研修を実施

引き
続き
実施

・自主防災のあり方、
役割の（再）啓発を実
施

・自主防災のあり方、
役割の（再）啓発を実
施

H28年
度から
順次
実施

・自主防災のあり方、
役割の（再）啓発を実
施

H28年
度から
順次
実施

自主防災組織や消防
団など住民向けに、出
前講座や勉強会を実
施。（啓発ＤＶＤや豪
雨・台風動画の視聴、
職員による講演など）

引き
続き
実施

【H30.1～3月】防災塾
（防災講座）を実施し、
地域ごとの防災力の向
上を図った。

引き
続き
実施

・自主防災組織設立
後、資器材整備や活動
等に対し補助金を支
給。
・各所で出前講座を実
施。

引き
続き
実施

自主防災組織の設立、
防災訓練の呼びかけ、
実施による地域防災力
の向上を図った。

引続
き実
施

・実際の災害時に機能
するよう実践的な研
修・訓練の実施

H28年
度から
順次
実施

・実際の災害時に機能
するよう実践的な研
修・訓練の実施

H28年
度から
順次
実施

・実際の災害時に機能
するよう実践的な研
修・訓練の実施

H28年
度から
順次
実施

自主防災組織等で住
民主体による避難訓練
を実施した。
【H28年度：6自治会】
【H29年度：4自治会】

引き
続き
実施

検討中【H30.5現在】 引き
続き
検討

検討中 引続
き実
施

・自主防災組織の結成
率の向上を図る。

引き
続き
実施

・自主防災組織の要と
なる防災士の養成

H28年
度から
順次
実施

・自主防災組織率が低
いため、引続き設立の
支援を行う。

H28年
度から
順次
実施

江南区で未結成の自
治会へ説明会を実施
し、結成率の向上を
図った。

引き
続き
実施

H28年度養成した防災
士を含めた、市内の防
災士の研修会を実施

引き
続き
実施

引き続き支援を行う。 引き
続き
実施

⑯

⑰

⑱
順次実

施
K

順次実
施

H

D,F
I

順次実
施

⑥住民の防
災意識を高
め、地域の
防災力の向
上を図るため
の自主防災
組織の充実

自主防災組織の設
立支援・防災士の養
成

実践的な研修・訓練
の実施

自主防災のあり方・
役割の（再）啓発

「水防災意識社会」
の再構築に役立つ
広報や資料を作成・
配布

洪水ハザードマップ
の検討・整備支援

④まるごとま
ちごとハザー
ドマップを整
備

⑤効果的な
「水防災意識
社会」の再構
築に役立つ
広報や資料
を作成・配布
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※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）

２．ソフト対策の主な取組　②洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活動等の取組
■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

・水防連絡会にて連絡
体制の確認を行う。

引き
続き
毎年
実施

・出水時における連絡
体制の確認

引き
続き
毎年
実施

・水防連絡会にて連絡
体制の確認を行う。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と市、消
防本部、水防団の連絡
体制を確認する。

引き
続き
毎年
実施

・水防連絡会で連絡体
制を確認する。

引き
続き
毎年
実施

・水防連絡会で連絡体
制を確認する。
・水防団への連絡網を
確認する。

引き
続き
毎年
実施

・出水期間前の「阿賀
野川洪水対策連絡協
議会」開催による連絡
体制の確認

引き
続き
毎年
実施

【H29.6.1】水防連絡会
にて確認

引き
続き
毎年
実施

【H29.6.1】水防連絡会
にて確認（新発田、新
潟、新津、津川）

引き
続き
毎年
実施

水防連絡会にて確認 引き
続き
毎年
実施

【H29.6.1】水防連絡会
にて確認

引き
続き
毎年
実施

水防連絡会にて確認 引き
続き
毎年
実施

本年度の水防連絡会
等で確認済み。

引き
続き
毎年
実施

「阿賀野川洪水対策連
絡協議会」にて連絡体
制を確認(5/17)

引き
続き
毎年
実施

県・市・町と共同で情報
伝達訓練を実施する。

引き
続き
毎年
実施

・情報伝達訓練の実施 引き
続き
毎年
実施

・情報伝達訓練への支
援

引き
続き
毎年
実施

河川管理者が行う情報
伝達訓練に参加する

引き
続き
毎年
実施

河川管理者が行う情報
伝達訓練に参加する。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者が行う情
報伝達訓練に参加す
る。
・水防訓練、防災訓練
を通じて、情報伝達訓
練を検討する

引き
続き
毎年
実施

河川管理者が行う情報
伝達訓練に参加する

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者が実施す
る実践的な訓練に参加
・全国ダム管理演習を
通じての情報伝達訓練
の実施

引き
続き
毎年
実施

【H29.5.12】洪水対応演
習を実施

引き
続き
毎年
実施

【H30.4.20】洪水対応演
習を実施(新発田、新
潟、新津、津川）

引き
続き
毎年
実施

【H30.04.20】洪水対応
演習を実施

引き
続き
毎年
実施

【H29.5.12】洪水対応演
習を実施

引き
続き
毎年
実施

【H29.5.12】洪水対応演
習に参加

引き
続き
毎年
実施

・情報伝達訓練に参加
【H30.4.20】
・防災訓練を通じて、情
報伝達訓練を実施予
定【H30.10.7予定】

引き
続き
実施

【H29.5.12】洪水対応演
習を実施

引き
続き
毎年
実施

「全国ダム管理演習(情
報伝達訓練)」に参加
(4/20)

引き
続き
毎年
実施

・重要水防箇所等の合
同巡視を実施

引き
続き
毎年
実施

・出水期前に市町村や
水防団等と重要水防
箇所の合同巡視を実
施

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と水防関
係機関で重要水防箇
所等の合同巡視を実
施する。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と水防関
係機関で重要水防箇
所等の合同巡視を実
施する。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と水防関
係機関で重要水防箇
所等の合同巡視を実
施する。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と水防関
係機関で重要水防箇
所等の合同巡視を実
施する。

引き
続き
毎年
実施

・重要水防個所の点
検・巡視への参加

引き
続き
毎年
実施

沿川市町、沿川自治会
と共同で重要水防箇所
等の点検を行った。
【H29.5.23】

引き
続き
毎年
実施

【H30.5.15】阿賀野川河
川事務所、沿川市町、
東北電力と合同で重要
水防箇所、および各機
関管理の水防倉庫の
備蓄資材等の確認を
実施（新発田、新潟、
新津、津川）

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者が主催す
る重要水防箇所の合
同巡視に参加

引き
続き
毎年
実施

【H29.5.23】阿賀野川河
川事務所、新潟県、沿
川市町、東北電力と合
同で重要水防箇所及
び各機関管理の水防
倉庫の備蓄資材等の
確認を実施

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者が主催す
る重要水防箇所の合
同巡視に参加

引き
続き
実施

【H29.5.22】河川管理者
が主催する重要水防
箇所の合同巡視に参
加

引き
続き
毎年
実施

阿賀野川重要水防箇
所等の巡視に参加(満
願寺管内 5/15　2名)

引き
続き
毎年
実施

・水防管理団体が行う
訓練への参加
・水防工法講習会の支
援等を行う。

引き
続き
毎年
実施

・水防管理団体が行う
訓練への参加
・水防工法講習会の支
援等を行う。

引き
続き
毎年
実施

・関係機関等の要請に
より、訓練への支援

引き
続き
実施

・毎年、出水期前に水
防訓練を実施
・毎年行っている水防
訓練の内容を見直し、
実働水防訓練を実施

引き
続き
毎年
実施

・毎年、出水期前に水
防訓練を実施
・毎年行っている水防
訓練の内容を見直し、
実働水防訓練を実施

引き
続き
毎年
実施

・毎年、出水期前に水
防訓練を実施
・水防訓練、防災訓練
の内容を検討する。

引き
続き
毎年
実施

・毎年、出水期前に水
防訓練を実施
・毎年行っている水防
訓練の内容を見直し、
実働水防訓練を検討
する

引き
続き
毎年
実施

・水防実働訓練への参
加（阿賀町）

H29年
度から
実施

【H29.11.10】古川樋門
で新潟県、阿賀野市と
共同で災害対策車両
の訓練を実施。

引き
続き
毎年
実施

引き
続き
毎年
実施

要請に応じ適宜支援 引き
続き
実施

【H29.5.28】北区高森で
水防訓練を実施

引き
続き
毎年
実施

【H29.6.4】阿賀野川水
防演習を実施

引き
続き
毎年
実施

【H30.6.3】水防訓練を
実施予定
【H30.10.7】防災訓練を
実施予定

引き
続き
実施

【H29.6.18】阿賀町水防
訓練で、消防団を主体
とした改良積み土のう
工法、積み土のう工法
の実動訓練を実施。

引き
続き
毎年
実施

「阿賀町水防訓練」に
参加（6/18　3名）

H29年
度から
実施

・水防活動の担い手と
なる水防団員の募集を
促進する。

引き
続き
毎年
実施

・広報誌やホームペー
ジで水防協力団体を募
るページを作成し、募
集を実施

H28年
度
から実
施

・広報誌やホームペー
ジで水防協力団体を募
るページを作成し、募
集を実施

・市内参加企業による
団員の優遇措置

引続
き毎
年実
施

引き
続き
実施

・水防活動の担い手と
なる水防団員の募集を
促進する。

引き
続き
毎年
実施

・各種イベント等あらゆ
る機会をとらえ、消防
団員の入団促進活動
を実施している。

引き
続き
実施

市広報紙（H30.3月号）
に団員(兼消防団員)募
集を実施。市HPへ団
員・協力事業所の募集
を行った。

引き
続き
実施

広報・HP、地元消防団
を通じ募集中。

引き
続き
実施

広報、ポスター、町
ホームページで消防団
員を募集した。

引き
続き
毎年
実施

④水防活動
の担い手とな
る水防協力
団体の募集・
指定を促進

①水防団等
への連絡体
制の確認と
首長も参加し
た実践的な
情報伝達訓
練の実施

N
引き続き
毎年実

施

㉑

㉒

⑲

⑳

引き続き
実施

O,Q

P,Q

L,M
N

引き続き
毎年実

施

【H29.5.28】新潟市北区
高森で阿賀野川河川
事務所、沿川自治体職
員と合同で災害対策車
両の訓練など、管内関
係機関と合同で水防訓
練に参加（新潟、新津）
【H29.6.4】阿賀野市で
阿賀野市主催の水防
訓練に参加（新発田）
【H29.6.4】五泉市で五
泉市主催の水防訓練
に参加（新津）
【H29.6.18】阿賀町で阿
賀町主催の水防訓練
に参加（津川）

②自治体関
係機関や水
防団が参加
した洪水に
対するリスク
の高い箇所
の合同巡視
の実施

情報伝達訓練の実
施・参加・支援

出水時連絡体制の
確認

③毎年、関
係機関が連
携した水防
実働訓練等
を実施

水防団員の募集促
進

出水期前の水防訓
練の実施・参加・支
援

重要水防箇所の合
同巡視

引き続き
毎年実

施
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※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）

・堤防が著しく低いJR
羽越本線橋梁右岸部
の水防に関して、毎
年、関係機関等等との
連絡体制の確認
・タイムライン作成に必
要な水位情報等の提
供

H28年
度から
実施

・JR羽越本線橋梁右岸
部の水防活動手順・時
間を再確認し、タイムラ
インを整備する。

H28年
度から
実施

JR・阿賀野市と現地で
連絡体制を確認

引き
続き
実施

河川管理者、ＪＲ、市
（消防本部、消防団、
危機管理課）による現
地での確認。

引き
続き
実施

・水防技術講習会に参
加

引き
続き
実施

・水防技術講習会に参
加

引き
続き
実施

・水防技術講習会に参
加

引き
続き
実施

・水防技術講習会に参
加

引き
続き
実施

・水防技術講習会に参
加

引き
続き
実施

・水防技術講習会に参
加

引き
続き
実施

水防技術講習会に参
加

引き
続き
実施

 県職員が参加 引き
続き
実施

水防技術講習会に参
加

引き
続き
実施

引き
続き
実施

引き
続き
実施

未参加
今後参加を検討。

引き
続き
実施

・復旧活動の拠点等配
置計画を検討

H28年
度から
検討

・復旧活動の拠点等配
置計画を検討

H28年
度から
実施

検討中【H29.12現在】 引き
続き
実施

【H29.12現在】検討中
（河管課）

引き
続き
実施

■要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組
・要配慮者利用施設に
よる避難確保計画等の
作成を行おうとする際
の技術的な助言を行う

引き
続き
実施

・要配慮者利用施設に
よる避難確保計画等の
作成を行おうとする際
の技術的な助言を行う

引き
続き
実施

・要配慮者利用施設に
ついて、説明会の実施
やお知らせの送付など
により避難計画策定の
推進を行う。

H28年
度から
実施

・想定最大規模での浸
水深により避難計画の
見直し整理

H28年
度から
順次
実施

・要配慮者施設におけ
る避難計画策定の推
進を行う。

H28年
度から
実施

・要配慮者利用施設に
おける計画策定の推進
を行う。

H28年
度から
実施

検討中【H29.12現在】 引き
続き
実施

【H29.12現在】
・要配慮者利用施設向
け啓発チラシを作成・
配布
・要配慮者利用施設管
理者へ説明会を実施
【新潟市内】
（河管課）

引き
続き
実施

・福祉部と役割等につ
いて調整中。
・対象施設をＬ２に照ら
し合わせ抽出中。

実施
中

ハザードマップ作成に
併せて整理中。
相談を受けた施設には
対応済。

引き
続き
実施

・要配慮者利用施設に
対し必要な情報提供を
行い、避難計画策定を
促す。

引き
続き
実施

相談を受けた施設は対
応済み。引き続き計画
策定を促す。

引き
続き
実施

・要配慮者施設におい
て策定している避難計
画の対象災害の中に
水害も位置づけ、避難
訓練等を支援

H28年
度
から順
次
実施
引き
続き
実施

・大規模工場等への浸
水リスクの説明や水害
対策など技術的な助言
を う

引き
続き
実施

・大規模工場へ浸水リ
スクの説明や水害対策
等の啓発活動を行う。

H28年
度から
実施

検討中【H29.12現在】 引き
続き
実施

・避難計画作成時の支
援

引き
続き
実施

㉓

㉔

㉕

㉖

㉗

P
引き続き

実施

⑦大規模災
害時の復旧
活動の拠点
等配置計画
の検討を実
施

②大規模工
場等への浸
水リスクの説
明と水害対
策等の啓発
活動

H28年度
から実施

I

①要配慮者
利用施設に
よる避難確
保計画の作
成に向けた
支援を実施

K
H28年度
から順次

実施

H28年度
から検討

R

浸水リスクの説明・
水害対策等の啓発
活動

要配慮者利用施設
における避難訓練の
支援

避難計画策定の推
進

復旧活動の拠点等
配置計画の検討

タイムラインの整備・
支援

⑤洪水に対
するリスクが
特に高いＪＲ
羽越本線橋
梁右岸部の
水防活動に
着目したタイ
ムラインの整
備

⑥国・県・自
治体職員等
を対象に、水
防技術講習
会を実施

U H28年度

水防技術講習会へ
の参加
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※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）

２．ソフト対策の主な取組　③社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用の強化
■救援・救助活動の効率化に関する取組

・広域支援拠点等の検
討支援

H28年
度
から検
討

・広域支援拠点等の検
討支援

H28年
度
から実
施

新たな浸水想定区域
に対応した人員や物資
の輸送・供給計画の見
直しを検討

新潟
県から
の情
報提
供後

検

・広域支援拠点等の配
置等を検討

H29年
度から
検討

・広域支援拠点等の配
置等を検討

H28年
度
から検
討

・広域支援拠点等の配
置等を検討

H28年
度
から検
討

検討を実施 引き
続き
実施

【H29.12現在】検討中
（河管課）

引き
続き
実施

検討中 ・
H30.3
洪水
ハ
ザード
マップ
完成
予定

検討中 引き
続き
検討

検討中【H30.5現在】 引き
続き
検討

検討中 引き
続き
実施

■排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施
・排水機場、樋門、排
水路等の情報を踏まえ
排水ポンプ車の適切な
配置計画などを検討

H28年
度から
検討

・排水ポンプ車に関す
る以下の情報の確認
及び情報共有
①排水ポンプ車想定箇
所リスト
②浸水常習箇所リスト
③排水ポンプ車想定箇
所カルテ
④排水ポンプ車想定箇
所図

引き
続き
毎年
実施

・排水施設等の情報を
確認・共有し、排水ポン
プの設置箇所の選定

H29年
度から
検討

・排水施設等の情報を
確認・共有し、排水ポン
プの設置箇所の選定

H29年
度から
検討

・排水施設等の情報を
確認・共有し、排水ポン
プの設置箇所の選定

H29年
度から
検討

・排水ポンプの設置箇
所の選定

H28年
度から
検討

L1・R1ブロックの排水
計画(案)の検討を実施

引き
続き
実施

【H30.5】情報確認を実
施（新発田、新潟、新
津、津川）

引き
続き
実施

検討中 引き
続き
実施

古川排水対策訓練の
結果を踏まえ、樋門付
近へ排水ポンプ設置の
方向で検討中。

引き
続き
検討

検討中【H30.5現在】 引き
続き
検討

検討しているが、内水
排除の必要な樋門を
選定し排水ポンプ設置
応援業者を選定した。

引き
続き
実施

・毎年、出水期前に県・
市・町と連携して連絡
体制の整備を行い、情
報共有を図る。

引き
続き
毎年
実施

・連絡体制の確認 引き
続き
毎年
実施

・排水ポンプ車出動要
請の連絡体制の確認
を行う。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と連携を
図り、連絡体制の整備
を行い毎年確認する。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と連携を
図り、連絡体制の整備
を行い毎年確認する。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と連携を
図り、連絡体制の整備
を行い毎年確認する。

引き
続き
毎年
実施

【H29.11.10】古川樋門
で新潟県、阿賀野市と
共同で災害対策車両
の訓練を実施。

引き
続き
毎年
実施

【H29.4.19】整備局へ連
絡体制の確認及び実
働訓練の協力依頼（河
管課）
【H30.5.22】阿賀野川河
川事務所、阿賀町職員
と合同で重要箇所、要
請時の排水ポンプ車の
配置箇所確認（津川）

引き
続き
毎年
実施・
参加

河川管理者と合同で訓
練に参加するよう調整
を図る。

引き
続き
毎年
実施

【H29.11.10】
古川排水対策訓練を
国・県・市の合同で実
施

引き
続き
毎年
実施

・排水ポンプ車出動要
請の連絡体制の整備。
・【H30.5】排水ポンプ車
配備訓練の実施。

引き
続き
毎年
実施

新潟県作成の平成２９
年度版災害対応マニュ
アルで確認した。

引き
続き
毎年
実施

・実践的な操作訓練や
排水計画に基づく排水
訓練の検討及び実施

H28年
度から
実施

・排水ポンプ車の実働
訓練の実施

引き
続き
毎年
実施

・水防訓練と合同で実
施
・河川管理者が行う定
期的な操作訓練に参
加を検討

H29年
度から
実施

・水防訓練と合同で実
施を検討
・河川管理者が行う定
期的な操作訓練に参
加

H28年
度
から実
施

・水防訓練と合同で実
施を検討
・河川管理者が行う定
期的な操作訓練に参
加

H29年
度
から実
施

・水防訓練と合同で実
施を検討
・河川管理者が行う定
期的な操作訓練に参
加

引き
続き
毎年
実施

・水防実働訓練への参
加(阿賀町）

H29年
度から
実施

【H29.11.10】古川樋門
で新潟県、阿賀野市と
共同で災害対策車両
の訓練を実施。

引き
続き
毎年
実施

【H29.11.10】阿賀野市
で阿賀野川河川事務
所、阿賀野市と排水ポ
ンプ車の実働訓練に参
加（新発田）

引き
続き
実施

河川管理者と合同で訓
練に参加するよう調整
を図る。

引き
続き
毎年
実施

【H29.11.10】
古川排水対策訓練を
国・県・市の合同で実
施

引き
続き
実施

【H30.5】排水ポンプ車
配備訓練の実施。

引き
続き
毎年
実施

【H29.6.18】消防団を中
心とした水防実働訓練
を実施。

引き
続き
実施

「阿賀町水防訓練」に
参加（6/18　3名）

H29年
度から
実施

㉚

㉛

㉘

㉙

①大規模災
害時の救援・
救助活動等
支援のため
の拠点等配
置計画の検
討を実施

①大規模水
害を想定した
阿賀野川排
水計画（案）
の検討を実
施

②排水ポン
プ車の出動
要請の連絡
体制等を整
備

③関係機関
が連携した
排水実働訓
練の実施

U
順次実

施

T

S,T

引き続き
毎年実

施

H28年度
から検討

H28年度
から検討

E,S

排水実働訓練・水防
管理団体が行う水防
訓練への参加

出水時連絡体制の
確認・整備

排水計画の検討

広域支援拠点等の
検討・支援
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